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研究成果の概要（和文）：本研究では、身近に残された緑地や河川といった自然空間やオープンスペースを、生
物多様性を保全しながら、子どもの「遊び」と「環境学習」を目的として再生・創造している。さらに、実際の
計画・設計プロセスと日欧の比較研究を通して、「地域の自然環境の修復・再生」、「環境学習」、「住民参
加」、「子どもの遊び」の場として活用できるような環境デザインの手法と同時に日本の風土に適した継続的な
環境学習プログラムを開発することを目的として研究を推進している。平成27年度から30年度にわたって、実際
に設計活用を行ってきた空間の植生変化、生物の生息状況と子どもたちの行動との関連について解析を行った。

研究成果の概要（英文）：The project started in 2016 and continued to 2019, a period of 4 years. The 
aim of this project was: (1) to restore nature to an urban area; (2) to create a ‘natural’ play 
area for children which would also serve as a space for environmental education; and (3) to link the
 green space to a larger urban ecological network to help address habitat fragmentation. And we have
 discussed habitat fragmentation and human activity. For example, the school in Fukuoka, habitat 
fragmentation has already been caused by the development of housing projects. Creating green spaces 
in an urban area can assist in species dispersal, even if the site is not large Moreover, green 
spaces also contribute to ecological education in the urban area. Landscape diversity is related to 
topography and vegetation, which become important in children’s spontaneous play and activities. 
These studies have focused on children’s experience of place, unstructured environment and how they
 interpret a particular place
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研究成果の学術的意義や社会的意義
身近に残された緑地や河川といった自然空間やオープンスペースを、生物多様性を保全しながら、子どもの「遊
び」と「環境学習」を目的として再生・創造してきた。新しい環境デザインの手法開発と同時に日本の風土に適
した継続的な環境学習プログラムを開発することを目的として研究を推進・継続している。本研究の成果から得
られたのは、１）子どもや地域の人々、教育現場の教師が、遊びや環境学習のためにどのような環境を望んでい
るのかということ、２）子どもたちの学習へのモティべーションと教科教育が結びつくような環境学習プログラ
ムの開発　３）学際的、国際的な議論から生まれてくる新しい環境計画や環境活用方法である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 クリチバで開催された⽣物多様性市⻑会議（2007）以降、2008 年のドイツ・ボンにおける⽣
物多様性条約(CBD)、2010 年に名古屋にて開催された COP10,COP11（India）,COP12（Korea）
と世界的に⽣物多様性への関⼼が⾼くなってきている。都市における⽣物多様性は、緑地やオー
プンスペースの分断化によって失われてきており、その保全に向けた⼿法や⽅策が模索されて
いる。特に、都市⽣態学や景観⽣態学、保全⽣態学の分野において、⽣物多様性維持のメカニズ
ムについての解明が進んできており、例えば、国外では、2010 年 5 ⽉に出版された Muller ら
（ドイツ）の、Urban Biodiversity and Design(Blackwell, Oxford)においては、都市の⽣物多様
性の重要性や保全・デザイン⼿法について議論されている。研究代表者の伊東も、本書を分担執
筆し、Design and childrenʼs participation  in a Japanese primary school - Planning process of 
school biotope for 5 years において、都市における緑地保全・デザインの重要性についての議論・
提案を⾏った。国内では、森本・夏原ら(2005)の、いのちの森・⽣物親和都市の理論と実践や、
Natuhara(2006)の Landscape evaluation for ecosystem planning において、都市の⽣物多様性の
評価⼿法について整理がなされている。⾝近に残された緑地や河川といった⾃然空間やオープ
ンスペースを、⽣物多様性を保全しながら、⼦どもの「遊び」と「環境学習」を⽬的として再⽣・
創造していくことは、現代の都市において重要な課題である。 
 
２．研究の⽬的 
 ⼦どもにとって「遊び」は、⾃然のしくみを知り、⽣活の知
恵を⾝につけるための重要な体験である。しかし、特に⽇本の
都市部では、かつて誰もが体験できた遊びや体験型の環境学習
*を実践していくことは難しいのが現状である。本研究では、⾝
近に残された緑地や河川といった⾃然空間やオープンスペース
を、⽣物多様性を保全しながら、⼦どもの「遊び」と「環境学
習」を⽬的として再⽣・創造していく。さらに、実際の計画・
設計プロセスと⽇欧の⽐較研究を通して、⾝近なオープン・ス
ペースを、「地域の⾃然環境の修復・再⽣」、「環境学習」、「住⺠
参加」、「⼦どもの遊び」の場として活⽤できるような新しい環
境デザインの⼿法と同時に⽇本の⾵⼟に適した継続的な環境学
習プログラムを開発することを⽬的として研究を⾏った。 
 
３．研究の⽅法 
 平成 27 年度から 30 年度の 4 年間にわたって、GIS を⽤いた
都市スケールからのアプローチならびに実際に設計を⾏ってき
た空間の植⽣変化、⽣物の⽣息状況と⼦どもたちの⾏動との関
連についてのモニタリングなど⾝体スケールからのアプローチ
を⾏った。この際、地域の⼦どもや保護者、⼩学校の教諭、地
⽅⾃治体の技術者、⽇本・ドイツ・ノルウェーの各分野の研究
者が協⼒することによって、「⾃然の仕組みを知るための直接的な⾝体的体験や⼼理的体験がで
きる環境デザイン」と、さらにその効果を⾼めるための「環境学習プログラム」を作成、実践す
ることが可能となった。複数の機能を持った重層的空間の設計（MFLP）を基本的な考え⽅とし

図 1  MFLP (Multi Functional Landscape 
Planning) (revised from Ito et al., 2010, 
2014, 2019) 



て⽰し、特に⼦どもたちの多様なアクティヴィティが⽣まれる空間が⽣成するような計画・設計
を実践した（図 1）。緑地の機能を検証するために、植⽣調査、⼦どもの遊びの種類やアクティ
ヴィティ調査を継続して⾏う。さらに本研究では、樹⽊の管理や環境モニタリングを地域住⺠に
よって⾏えるような仕組みづくりを提案する。参加を継続しておこなうことにより、より⾝近な
環境計画・活⽤ができると考えられる。また、⼤学院⽣をプロジェクトメンバーとして組織化し、
ワークショップを実施することにより⼩学校や地域との協⼒体制を形成し、計画を遂⾏した。 
 
４．研究成果 
 ⾝近に残された緑地や河川などの⾃
然空間やオープンスペースを、⽣物多
様性を保全しながら、⼦どもの「遊び」
と「環境学習」を⽬的として再⽣・創造
している。さらに、実際の計画・設計プ
ロセスと⽇欧の⽐較研究を通して、⾝
近なオープンスペースを、「地域の⾃然
環境の修復・再⽣」、「環境学習」、「住⺠
参加」、「⼦どもの遊び」の場として活⽤
できるような新しい環境デザインの⼿
法と同時に⽇本の⾵⼟に適した継続的
な環境学習プログラムを開発すること
を⽬的として研究を推進した。 
 実際に設計、活⽤を⾏ってきた福岡市
壱岐南⼩学校（図 2）、遠賀川⿂道公園
（図 3）において、平成 27 年度から 30
年度の 4 年間にわたって、植⽣変化、⽣
物の⽣息状況と⼦どもたちの⾏動（図
4）との関連についてのモニタリング、
⾝体スケールからのアプローチを⾏っ
た。地域の⼦どもや保護者、⼩学校の教
諭、地⽅⾃治体の技術者、⽇本・ノルウ
ェー・ドイツの各野の研究者が協⼒し、
「⾃然の仕組みを知るための直接的な⾝体的体験や⼼理的体験ができる環境デザイン」と、その
効果を⾼めるための「環境学習プログラム」を作成、実践した。また、⼤学院⽣がプロジェクト
チームを形成し、⽇本とノルウェーにおけるワークショップ（図 5）を実施することにより⼩学
校や地域との協⼒体制を形成し、計画を遂⾏、継続した。ワークショップでは、⽣き物探や図鑑
づくり、⽔辺の体験学習や草地⽣態系の学習、樹⽊プレートの作成などのプログラムを実施した。
プログラム後に、⼦どもたちに活動を振り返る感想⽂および、アンケートに答えてもらい、テキ
スト分析を⽤いて解析を⾏った。⾃然体験を基礎とした環境学習により、⼦どもたちの⾝近な地
域の⾃然に対する知識を深めると共に、公共空間である公園の環境マネジメントに⾃主的に関
わることにより⼦どもたちの地域社会との関わりをもたらしている。都市緑地は⼦どもの遊び・
学びの場として多様な機能を有していることが明らかになった。⽣態系のもつ、多様性や複雑性
が、⼦どもの多様なアクティビティを促進している。このような⼦どもにとって重要な⾃然のラ

図２ 福岡市壱岐南⼩学校校庭の⾃然再⽣設計プロセス 

図３ 遠賀川⿂道公園における⾃然再⽣設計 



ンドスケープを、グリーンインフラの導⼊や都市の
⾃然環境再⽣によって再⽣・創出していくことが求
められる。特に、公園や校庭といった、すでに⼦ども
の遊び場として整備されている環境の⾃然再⽣やグ
リーンインフラ化は、これからの都市設計において
重要になってくる。また、都市林等の⾃然環境を⼦ど
もや地域住⺠が利⽤できるようにしていくことも重
要と考えられる。さらに、環境学習のプログラムに環
境マネジメントを組み込むことで、⼦どもの主体的
な⾃然環境との関わりを⽣むことができる。このよう
に、環境マネジメントを学習の中に位置づけること
で、都市の⽣物多様性の保全、さらに、⽣物多様性の
有効な活⽤を⾏うことができると考えられる。 
 本研究の成果から得られたのは、１）⼦どもや地域
の⼈々、教育現場の教師が、遊びや環境学習のために
どのような環境を望んでいるのかということ、２）⼦
どもたちの学習へのモティベーションと教科教育が
結びつくような環境学習プログラムの開発 ３）学際
的、国際的な議論から⽣まれてくる新しい環境計画や
環境活⽤⽅法である。これらの成果は、2019 年秋にドイツ Springer 社から”Urban biodiversity 
and design for future cities”として研究代表者の伊東啓太郎編著で出版される。 
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ホームページ等 

○グッドデザイン賞 遠賀川⿂道公園  
https://www.g-mark.org/award/describe/40401?locale=ja 

 

○キッズデザイン賞⾦賞（産業デザイン⼤⾂賞） 

http://www.kidsdesignaward.jp/search/detail_070121 
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